
























〔要約〕

大阪府内の M小学校で平成 3年度から始めた介入コーホート調査の対象者が中学生になっ

たので進学先の T中学校においても平成 6年度から健診、調査を開始した。それらの調査

で健康的な生活習慣の確立には食生活の改善と運動奨励の重要性を示す結果を得た。肥満

度、血清脂質、血圧などのトラッキングは介入下でもみられること、ただし、その程度は

非介入の調査報告例に比べて弱いことが分かった。介入の効果については肥満児の肝機能

障害が介入によ顕著に改善されることでも実証された。


